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第
九
十
四
号 

❏去る５月３日、第１３回愛知憲法フォーラムが開催された。冒頭に東京会場で流された安倍晋三自民
党総裁のビデオメッセージがインターネット中継された。続いて国歌斉唱、重富亮会長の開会挨拶、再び
東京会場からの中継に移り、櫻井よし子氏の基調提言。その後、日本青年会議所の近藤寛充氏より憲
法討議会の開催報告と続いた。※同様の憲法フォーラムは、全国４０会場で開催された。 

第１３回愛知憲法フォーラムが開催さる 

❏第２部シンポジウムでは、愛知県会議員の南部文宏先生、名古屋市会議員の藤沢忠将先生、愛知県
会議員の直江弘文先生、衆議院議員の工藤彰三先生の順で発言があり、更にその具体論について議論
が深められた。その後、松川秀康日本会議愛知県本部事務局次長が宣言文を朗読し、採択された。 

安倍自民党総裁のビデオメッセージ 重富亮会長による開会の挨拶 東京会場の櫻井よし子氏 

日本青年会議所 
近藤寛充氏 

直江弘文 
愛知県会議員 

藤沢忠将 
名古屋市会議員 

工藤彰三 
衆議院議員 

南部文宏 
愛知県会議員 

❏続いて、名古屋経営者漁火会会長の名倉輝光氏から５月２７日開催予定のケント・ギルバート氏講演会の告知があり、衆
議院議員の神田憲次先生からもご挨拶があった。最後は森藤左エ門理事長の閉会の挨拶で会は終了した。 
尚、取材に来た報道各社は、読売新聞、朝日新聞、中日新聞、東海テレビであった。 

名古屋経営者漁火会 名倉輝光会長 神田憲次衆議院議員 森藤左エ門理事長 閉会の挨拶 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■６月４日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■６，７，８月の夏季も月参り参列のため８時開始とし
ます。■引き続き７月２日（日）午前８時開始とします。
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
5月7日は１１名の参加でした。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        （５月７日  奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十九年六月  
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（四
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
二
十
八 

昨
年
見
逃
し
た
紅
葉
を
見
る
こ
と
も
兼

ね
て
陵
墓
参
拝
の
た
め
十
一
月
下
旬
に

京
都
を
訪
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
は
お
得

な
こ
だ
ま
号
の
切
符
を
使
っ
て
が
ら
が

ら
に
す
い
て
い
る
自
由
席
で
行
く
の
で

す
が
、
今
回
は
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
と
あ
っ

て
平
日
と
い
う
の
に
こ
だ
ま
号
の
自
由

席
は
ほ
ぼ
満
席
、
な
ん
と
か
座
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
状
態
で
し
た
。
本
日

参
拝
す
る
陵
墓
は
五
箇
所
と
少
な
め
に

し
て
後
は
紅
葉
狩
り
で
す
。
京
都
駅
か

ら
地
下
鉄
に
乗
り
今
出
川
で
下
車
、
今

出
川
通
を
西
へ
約
一
．
五
キ
ロ
行
っ
た

千
本
今
出
川
の
交
差
点
の
北
東
に
あ
る

の
が
後
土
御
門
天
皇
の
後
宮
で
後
柏
原

天
皇
の
生
母
、
贈
皇
太
后
朝
子
の
般
舟

院
陵
で
す
。
同
じ
敷
地
に
後
花
園
天
皇

分
骨
所
、
後
土
御
門
天
皇
分
骨
所
、
後

奈
良
天
皇
分
骨
所
、
後
花
園
天
皇
後
宮 

嘉
楽
門
院
藤
原
信
子
墓
、
後
土
御
門
天

皇
皇
子 

尊
伝
親
王
墓
、
後
柏
原
天
皇

後
宮 

豊
楽
門
院
藤
原
藤
子
墓
、
後
水

尾
天
皇
皇
子 

高
仁
親
王
墓
、
後
水
尾

天
皇
皇
女 

菊
宮
墓
、
後
光
明
天
皇
皇

女 

孝
子
内
親
王
墓
、
後
西
天
皇
皇
女 

女
二
宮
墓
、
桜
町
天
皇
皇
女 

盛
子
内

親
王
墓
、
光
格
天
皇
皇
子 

礼
仁
親
王

墓
、
光
格
天
皇
皇
女 

寿
賀
宮
墓
が
あ

り
ま
す
。
四
方
を
壁
に
囲
ま
れ
、
門
は 

閉
ざ
さ
れ
て
い
る
た
め
門
前
に
て
合
掌
。 

そ
し
て
塀
で
囲
ま
れ
て
い
る
墓
所
の
脇

に
回
りk

ま
し
た
。
そ
し
て
か
ば
ん
の

中
か
ら
自
撮
り
棒
を
取
り
出
し
て
ス
マ

ホ
を
セ
ッ
ト
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
高
く

掲
げ
塀
の
上
か
ら
内
部
を
撮
影
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

や
は
り
こ
こ
も
自
撮
り
棒
で
中
を
撮

影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

神
社
清
掃
奉
仕
に
参
加
。
境
内
の
桜
は
未
だ

三
分
咲
き
だ
っ
た
。
終
了
後
、
月
参
り
に
も

参
列
。
前
日
の
護
国
神
社
全
面
広
告
（
中
日

新
聞
）
を
見
て
、
初
め
て
参
列
さ
れ
た
方
が

多
く
見
ら
れ
た
。 

四
日
（
火
）
実
家
近
く
を
通
り
が
か
り
墓
参
。

お
彼
岸
に
も
来
れ
な
か
っ
た
の
で
、
近
況
報

告
も
併
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
お
参
り
し
た
。 

十
日
（
月
）
平
成
二
十
八
年
度
国
民
運
動
報

告
と
協
賛
依
頼
状
の
封
入
発
送
作
業
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
半

日
で
終
了
し
た
。
同
夜
、
本
部
組
織
拡
大
部

長
来
名
に
よ
り
、
会
議
と
懇
親
会
を
開
催
。 

十
九
日
（
水
）
戦
争
展
企
画
委
員
会
を
開
催
。

本
年
の
主
題
は
「
共
産
主
義
の
歴
史
」
と
し

た
。
ロ
シ
ア
革
命
百
年
を
迎
え
、
近
現
代
に

お
け
る
共
産
主
義
の
歴
史
事
実
に
つ
い
て
展

示
す
る
。
各
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
よ

り
調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中
間
報

告
と
検
討
が
な
さ
れ
た
。 

二
十
三
日
（
日
）
上
京
。
日
本
会
議
全
国
理

事
会
に
出
席
。
終
了
後
の
懇
親
会
に
も
参
加

し
て
、
各
地
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
地
道
な

努
力
と
、
鋭
意
工
夫
の
運
動
事
例
を
お
聞
き

し
て
、
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。
午
後
七
時
の

新
幹
線
で
帰
名
。 

二
十
八
日
（
金
）
訪
問
活
動
三
軒
。
連
休
前

に
済
ま
す
べ
き
課
題
を
処
理
し
て
ス
ッ
キ
リ
。

五
月
三
日
の
「
愛
知
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
申

込
者
は
百
名
を
超
え
た
。 

千
本
今
出
川
の
交
差
点
に
戻
り
今
出

川
通
を
西
へ
、
た
く
さ
ん
の
参
拝
客

や
出
店
で
賑
わ
う
北
野
天
満
宮
の
前

を
素
通
り
し
て
北
野
白
梅
町
の
交
差

点
を
右
折
し
西
大
路
を
三
百
メ
ー
ト

ル
北
上
し
た
と
こ
ろ
の
西
側
に
二
条

天
皇
の
香
隆
寺
陵
が
あ
り
ま
す
。
十

年
位
ぶ
り
の
参
拝
で
す
。
二
礼
二
拍

手
一
礼
。 

中
に
あ
る
の
が
宝
鏡
寺
宮
墓
地
で
す
。

こ
こ
に
は
後
水
尾
天
皇
皇
女 

理
忠
女

王
墓
、
後
水
尾
天
皇
皇
女 

理
昌
女
王

墓
、
後
西
天
皇
皇
女 

理
豊
女
王
墓
、

中
御
門
天
皇
皇
女 

理
秀
女
王
墓
、
光

格
天
皇
皇
女 

理
欽
内
親
王
墓
が
あ
り

ま
す
。
合
掌
。 

最
後
に
南
下
し
嵐
電
こ
と
京
福
電
気
鉄

道
の
北
野
線
に
ぶ
つ
か
り
東
へ
二
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
い
っ
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ

う
ど
等
持
院
駅
と
北
野
白
梅
町
駅
の
中

間
地
点
に
あ
る
の
が
堀
河
天
皇
火
葬
塚

で
す
。
合
掌
。 

本
日
の
陵
墓
参
拝
は
こ
れ
に
て
終
了
で

す
。
少
し
歩
き
北
野
白
梅
町
駅
で
タ
ク

シ
ー
を
拾
い
一
．
七
キ
ロ
南
下
し
た
と

こ
ろ
の
地
下
鉄
東
西
線
の
西
大
路
御
池

駅
へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
地
下
鉄

に
乗
り
蹴
上
駅
で
下
車
し
ま
し
た
。
そ

し
て
久
し
振
り
に
南
禅
寺
と
永
観
堂
禅

林
寺
の
紅
葉
見
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
更
に
東
福
寺
ま
で
足
を
伸
ば
し

紅
葉
を
存
分
に
満
喫
し
て
か
ら
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。 

（
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

次
に
千
本
通
を
四
百
メ
ー
ト
ル
南
下
し

一
条
通
を
東
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

浄
福
寺
と
い
う
お
寺
の
中
に
あ
る
墓
地

に
は
光
格
天
皇
皇
女
の
霊
妙
心
院
墓
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
も
同
じ
く
塀
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。
正
面
に
回
り
込
む
こ
と

す
ら
で
き
な
い
の
で
脇
に
あ
る
鉄
扉
越

し
に
合
掌
。 

一
日
（
日
）
第
九
十
一
回
愛
知
縣
護
國 

さ
ら
に
西
へ
四
百
メ
ー
ト
ル
い
っ
た

と
こ
ろ
、
足
利
氏
の
菩
提
寺
で
あ
り

足
利
尊
氏
の
お
墓
が
あ
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
等
持
院
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

東
隣
に
あ
る
真
如
寺
と
い
う
お
寺
の 


